
月 役　員　会　等 内　容

4 2024年度職員辞令交付式(１日)

2023年度／監事監査（3日） 監事監査、事業所巡視　他

第110回理事会（3日） 2023年度事業・決算報告・監事監査結果報告

第70回定時評議員会（19日) 2023年度事業・決算報告・監事監査結果報告

7 法人全体研修（20日） 「第1回みなと舎学会」、職員交流会

第111回理事会（18日) 最低賃金に伴う給与規定・別表の一部改正、他

第1回権利擁護・身体拘束等適正化委員会（18日） 各拠点からの報告、委員による検討・他意見交換

第112回理事会（23日) 上半期の事業報告、2024年度第1回補正予算

第71回臨時評議員会（23日) 上半期事業報告　2024年度第1回補正予算　他

第113回理事会（10日) 2025年度事業・予算計画

第2回権利擁護・身体拘束等適正化委員会（10日） 各拠点からの報告、委員による検討・他意見交換

第72回臨時評議員会（24日) 2025年度事業・予算計画

☆運営：執行部ミーティング原則月１回（執行理事・管理職会議）　　　12回/年

　　　　本部会議‥原則月１回（理事長・管理者・課長・事務役付き）　10回/年

　　　　課長会議・調整会議・各種委員会・BCP推進会議、他各事業所内会議、他

☆各行政関係会議、外部研修会への参画

☆人材育成：法人全体職員研修、法人入職1年目研修・3年目研修・5年目研修

☆人材確保：見学会＆説明会、事業所体験/面接・面談／就職相談会／採用広告等

☆みなと舎ホームページ・フリーペーパー等による情報公開・啓発活動

☆広報たまごむし:112号・113号・114号・115号発行、mini:もうひとつの看護、他　

事　　業　　他

内容

２０２４(令和６)年度　　法人本部事業報告

6

12

3

　2024年1月に能登半島地震が発生し、更に9月には輪島市を中心とした豪雨災害が起こり、

2025年2月には岩手県大船渡市での山林火災、その後も各地での山林火災と大規模自然災害が

起こった年でした。みなと舎では法人・事業所BCP（事業継続計画）の策定と共に、自然災害

に対する「BCP推進委員会」を設置し、設備・備蓄品、避難所生活想定にむけた意識と環境整

備の向上に努めました。今後は地域と共に地域BCM（事業継続マネジメント）を考えることの

大切さを感じています。

　また、医療と福祉同時報酬改定の年度でしたが、積極的に地域へ情報発信を行うと共に、

様々な関係者との関係構築とメンバーさん等への支援に努めたことで、収入状況に大きな課題

は生じませんでした。

　スタッフの確保と育成は、年間を通じて継続的に取り組みましたが、まだまだ確保には一進

一退の緊張感が続いています。7月に法人全体研修会として「第1回みなと舎学会」を開催し、

みなと舎で働く理由や魅力の実践報告を行いました。

　メンバーさんへの支援では、各事業で利用推進を図るとともに、自立生活の更なる進展のた

め「ケアホームはなえみ」の新築工事を開始しました（2025年9月完成予定）。

　今後も社会の様々な変化による影響を受けることは想定されますが、みなと舎が今まで培っ

てきた「メンバー中心」の考え方が「スタッフの喜び」に繋がるよう、経営と事業運営を行っ

ていきます。以上法人事業報告とします。
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　　　　　　　法人主任研修・法人課長研修等、入職オリエンテーション、他



別紙 

求人関係取り組み（2024 年 4 月～2025 年 3 月末） 

 

＜実施内容＞ 

◎事業所見学会・就職説明会の告知、開催、応募者との連絡など。 

◎職場体験希望者との日程調整及び、当日の詳細文章の送付など。 

◎学校訪問（4 月（2 校）、5 月（8 校）、9 月（1 校）、10 月（6 校）、11 月（1 校）をし、求人の依頼、学生の動

向を知る。学内説明会（6 月）への参加。 

◎神奈川県主催の福祉インターシップに応募、実施、事後処理対応（5 名参加） 

◎インターンシップの告知受付、日程調整とその連絡、当日の詳細文章の送付、またアフターフォロー 

など。（5 名参加） 

◎実習生、及び巡回指導教員へご挨拶。 

◎退職自衛官対象の就職説明会（10 月）へ参加。また、求人票の掲載。 

◎ハローワークへ求人票掲載。また、就職面接会へ参加。 

◎はまかぜ新聞へ、みなと舎物語や見学会の告知を掲載。企画会議、編集作業。 

◎ホームページ、求人関係の管理。内容全般の調整。 

◎アイデム等求人情報誌などへ求人情報掲載。同時にデジタル配信。 

◎学生向けサイトの編集、運営。（リクナビ・キャリタス UC・求人受付ナビ他） 

◎「スタッフリクルーター活動」を継続。法人内スタッフへ向け、人材確保の協力を仰ぐ。 

◎法人のオープンセミナーへの関わり。 

 

＜入退職状況＞ 

 2022 年 4 月 

～2023 年 3 月末 

2023 年 4 月 

～2024 年 3 月末 

2024 年 4 月 

～2025 年 3 月末 

入職 退職 差 入職 退職 差 入職 退職 差 

A 常勤 

医療 1 2 -1 2 1 1 2 0 2 

福祉 5 1 4 1 2 -1 6 3 3 

他 3 3 0 2 1 1 2 1 1 

小計 9 6 3 5 4 1 10 4 6 

B 常勤 

医療 2 1 1 0 1 -1 2 1 1 

福祉 0 2 -2 0 1 －1 0 2 -2 

他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 2 3 -1 0 2 -2 2 3 -1 

非常勤 

医療 5 1 4 6 3 3 2 8 -6 

福祉 2 8 －6 6 4 2 3 1 2 

他 8 2 6 7 4 3 1 4 -3 

小計 15 11 4 19 11 8 6 13 -7 

合計 26 20 6 24 17 7 18 20 -2 

うち、定年（定年

後含む）退職者 
 3   8   5  

 

以上 



社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆

→

☆

→

☆事業内容

1998.8.1開所 知的障害者通所更生施設(対象者を重症心身障害者に特化して開設)

2003.4.1 知的障害者通所更生施設(措置制度から支援費制度へ移行)

2006.10.1 生活介護事業(障害者自立支援法)

2012.10.1 指定更新

2013.4.1 生活介護事業

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

2018.10.1 指定更新

契約者数 ※　2024年9月30日　飯塚啓太さん退所（家事都合）

男性 11名

女性 14名

合計 25名

障害程度区分6 26名 　　　　　25名

重症心身障害者加算対象者 21名 20名

要医療的ケア 11名 10名

横須賀市 24名 23名

逗子市 1名 1名

葉山町 1名 1名

三浦市 0名 0名

出席率・入院状況 別紙参照

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

2024.4.1 A常勤 8名 B常勤 9名 非常勤 36名 合計 53名

2025.3.31 A常勤 9名 B常勤 9名 非常勤 35名 合計 53名

２０２4（令和6）年度　　　　ゆ　　う　　事業報告

2

3

☆契約者状況(2025.3.31現在)

障害状況

4.1現在 3.31現在

居住区別

1

通所率の向上と新規利用者の受け入れを積極的に行います（ゆうの魅力や情報の発信・見学者や
実習生の受け入れ学校訪問等）

加齢に伴う心身の低下に注視し、活動やケア、環境にを配慮して行きます。

支援学校の進路担当と意見交換を行い、積極的な受け入れに繋げています。
契約に繋げる為、実習生やご家族のニーズを伺い、安心して利用できる様、濃やかな説明を行い
ました。

可動式のリフターを利用してのノーリフトの体制や抱き抱えの際は２～3名で行い、身体への負担軽
減に努めています。
歩行姿勢や可動域の変化に注視し、安全で安心な環境づくりにつとめています。
メンバーさんの体調に合わせて、外出や室内で過ごす等の配慮をしています。

2020.4.1定員減
2024.10．１

生活介護事業（40名→20名に変更）
指定更新

4

1



・

・

・

・

　
・

☆ライフゆうとの連携

☆その他

法人研修・・・みなと舎学会「私がみなと舎で働く理由」＆懇親会

その他の研修・・・

＊ ライフゆう交流研修・・・支援スタッフ2名

施設外研修・・・ サービス管理責任者研修（基礎・補足・実践）、重心協実践報告会

フュージョンコム関係・・・介護職員等による喀痰吸引等の実技研修(内部研修)

 防災訓練の実施・・・

延べ人数 6，969人

延べ人数　 315人 (火・金曜日2回実施）

月１回実施(ライフゆうの医師)

安全委員会開催

85人

わんわんわん(音楽ボランティア）

他、ボランティアさんが、各自自宅で作業したものを届けて下さる。

8名（延べ人数25名）

主な行事

お楽しみ週間行事(納涼会、スポーツ大会、ハロウィン、Xmas会)

節分、宮川久美さんコンサート、和太穂演奏、ゆうプロオープンデイ、音楽療法、
ゴスペルコンサート

外部：ふれあいフェスティバル、ふれあい作品展への作品づくり

☆活動状況

個々に合わせた腹臥位・ストレッチ・立位・座位・SRC歩行等を、日常の活動の中で楽しみながら行
いました。ライフゆうのPTの作成した動画を見ながら勉強しました。又、ボッチャやカーリング、ボー
リングなどのプログラムを積極的に取り入れ、腕や指先を動かすように努めました。
スタッフや看護師の配置を鑑みて、ゆうからライフゆう勤務に変更し、メンバーさんの食事介助、排
泄介助等をしています。

5

4月～12月に音楽療法（実習）があり、6名のメンバーさんが参加されています。
期間限定で横須賀美術館で行われた「ジブリ展」に出掛けています。
誕生日外出を始め、商業施設での買い物やドライブ、図書館等の公共施設にも出掛けました。
又、季節の野菜や果物を育て、収穫したバナナを使ってのスイーツづくりでは、香りや感触等を体
験して、完成したスイーツをメンバーさん、スタッフ全員で味わいました。
藍染バッグ作り、折染めを使った風鈴づくり等、創作活動しています。

細やかなバイタルチェックとケアに心掛け、体調の変化に注意を払いました。ライフゆうの歯科衛生
士の指導のもと、ブラッシング、摂食・嚥下の維持、又、口腔内の衛生環境を整える事により感染症
予防にも努めました。

6

ライフゆうメンバー5名の定期来所、ワクチン接種、車椅子や装具の相談作成

7

職
員
研
修
等

送迎スタッフ研修、新人研修会（2回）、サビ管・サビ提・児発管研修会議、
入職５年目、3年目研修、役付き(主任・課長)研修

9月(セブンイレブン芦名にて、火災訓練、避難訓練、水消火器体験）
　    南消防署西分署の方からの避難の際の助言を受けました。
3月(地震火災訓練…避難訓練、煙りハウス体験)
今年度より、地域の方に防災訓練を周知して、参加を呼び掛けています。そ
の他毎月１日を防災の日と決め、各お部屋でテーマを決めて防災知識の向
上に努めています。

施設内研修・・・岸川　学先生による「権利擁護と虐待防止・身体拘束について」の研修

　　　　　　　　　（　スタッフから内容がとてもわかりやすかったと多くの意見がありました。）
　　　　　　　　　　ＢＣＰ周知研修

見 学 者
8

延べ人68人（大原学園、県立保健福祉大学、鎌倉女子大学、神奈川歯科大学、
横浜創英大学、インターンシップ、県仕事体験プログラム等）

支援学校実習生他

ボ ラ ン テ ィ ア

実 習 ・ 研 修 生

送 迎
(利用者　　4月・25/26人…全19コース　3月・24/25人…全19コース)

入 浴

嘱 託 医 健 診

産 業 医 の 巡 視 等 年4回、各事業所の巡視・健康相談、スタッフ検診、ミーティング

2



設 備 環 境

毎月業者による館内清掃の実施、はやぶさ工房への清掃委託(週3日)、エレ
ベーターの点検、車輌の修理（随時）
給湯の膨張タンクの交換、シュレッターの新規購入、害虫駆除(ヤスデ）、
防災倉庫の整理、防災用品の交換や補充

3
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5
.4

利
用

率
5
8
%

6
0
%

5
9
%

5
8
%

5
9
%

5
9
%

6
2
%

5
9
%

6
1
%

6
2
%

5
8
%

6
2
%

6
0
%

入
院

件
数

・
理

由
0

2
(肺

炎
・
検

査
）

2
(肺

炎
・
検

査
）

2
(肺

炎
・
レ

ス
パ

イ
ト
）

0
１

（
腹

部
不

調
）

0
１

（
レ

ス
パ

イ
ト
）

0
0

0
１

（
胃

瘻
造

設
）

9

入
院

延
べ

数
0

4
2

4
1

1
4

0
8

0
8

0
0

0
6

1
1
9

ゆ
う

　
　

　
事

業
報

告
（
利

用
者

利
用

状
況

2
0
2
2
〜

2
0
2
4
年

度
）

4



件
数

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

０
未

然
に
防

止
し
た

0
0

1
0

2
0

0
0

0
0

0
0

3
１

結
果

と
し
て
利

用
者

に
影

響
が
な
か
っ
た

1
0

5
0

5
1

6
5

5
0

2
0

3
0

２
利

用
者

に
影

響
を
与

え
た
。
そ
の
可

能
性

が
あ
っ
た
。
利

用
者

の
観

察
強

化
が
必

要
。

2
2

3
3

4
2

1
2

2
0

0
0

2
1

事
故

事
故

報
告

と
し
て
挙

げ
た
。

0
1

0
1

0
0

1
0

1
0

0
0

4

2
-
事

例

事
故
-
事
例

件
数

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

０
未

然
に
防

止
し
た

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
１

結
果

と
し
て
利

用
者

に
影

響
が
な
か
っ
た

2
0

0
1

0
0

0
1

0
1

0
0

5
２

利
用

者
に
影

響
を
与

え
た
。
そ
の
可

能
性

が
あ
っ
た
。
利

用
者

の
観

察
強

化
が
必

要
。

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
事

故
事

故
報

告
と
し
て
挙

げ
た
。

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

２
-
事
例

事
故
-
事
例

件
数

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

０
未

然
に
防

止
し
た

0
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
0

2
１

結
果

と
し
て
利

用
者

に
影

響
が
な
か
っ
た

0
0

0
2

0
1

0
0

0
1

0
0

4
２

利
用

者
に
影

響
を
与

え
た
。
そ
の
可

能
性

が
あ
っ
た
。
利

用
者

の
観

察
強

化
が
必

要
。

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
事

故
事

故
報

告
と
し
て
挙

げ
た
。

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
２
-
事
例

事
故
-
事
例

2
0
2
4
年

度
(令

和
６
年

度
)　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
事

故
報

告

2
0
2
4
年

度
(令

和
６
年

度
)　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
事

故
報

告
事

業
所

名
「
ゆ
う
」

影
響

レ
ベ

ル

４
月

・
・
・
靴

の
中

に
マ
ジ
ッ
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
が
入

り
込

み
足

裏
に
圧

迫
痕

が
出

来
る
、
午

前
中

の
水

分
の
注

入
忘

れ
５
月
・
・
・
車
椅
子
の
胸
ベ
ル
ト
の
装
着
忘
れ
、
吸
引
圧
未
確
認
の
ま
ま
吸
引
し
痰
に
血
液
が
混
じ
る

６
月

・
・
・
注

入
の
ル
ー

ト
の
接

続
部

が
外

れ
栄

養
剤

が
漏

れ
て
車

椅
子

と
衣

類
を
濡

ら
す

、
右

膝
の
打

撲
に
気

付
か
ず

家
族

か
ら
の
報

告
で
知

る
、
口

か
ら
溢

れ
た
食

物
を
箸

で
取

り
除

い
た
際

に
噛

ん
で
箸

が
割

れ
て
口
の
中
に
残
っ
て
し
ま
う

７
月

・
・
・
ペ

ー
ス
ト
食

に
１
㎝

角
の
白

菜
が
入

っ
て
い
た
為

飲
み

込
め
ず

口
の
中

に
残

る
、
薬

の
日

付
を
確

認
せ

ず
違

う
日

付
の
薬

を
与

薬
す

る
、
対

抗
リ
レ
ー

で
角

を
曲

が
り
切

れ
ず

設
置

物
に
車

椅
子

が
ぶ

つ
か

る ８
月
・
・
・
薬
の
与
薬
時
間
の
遅
れ
、
S
R
C
の
歩
行
中
ス
タ
ッ
フ
の
手
が
離
れ
て
し
ま
い
動
い
て
玄
関
ド
ア
に
ぶ
つ
か
る
、
水
分
補
給
用
の
水
筒
の
持
ち
忘
れ
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
歯
ブ
ラ
シ
を
間
違
え
て
使
用
す
る

９
月

・
・
・
リ
フ
タ
ー

に
て
エ
ア
ポ
リ
ン
に
降

り
る
際

に
リ
フ
タ
ー

が
傾

き
倒

れ
掛

か
る
、
リ
フ
タ
ー

で
車

椅
子

に
乗

る
際

に
車

椅
子

の
背

も
た
れ
が
急

に
下

が
り
倒

れ
掛

か
る

１
０
月

・
・
・
車

椅
子

上
で
着

替
え
を
行

っ
た
際

に
右

肘
を
擦

っ
て
擦

り
傷

が
出

来
る

１
１
月

・
・
・
帰

宅
後

体
温

計
が
衣

服
の
中

か
ら
出

て
く
る
（
家

族
か
ら
の
報

告
）
、
薬

の
与

薬
時

間
の
遅

れ
１
２
月
・
・
・
片
手
で
車
椅
子
を
押
し
た
為
操
作
が
不
安
定
に
な
り
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
に
物
が
当
た
っ
て
し
ま
う
、
手
首
の
内
側
に
原
因
不
明
の
擦
過
傷
が
出
来
て
い
た

５
月
・
・
・
機
械
浴
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
転
倒
防
止
ロ
ー
ラ
ー
の
破
損
、
７
月
・
・
・
昼
食
後
の
与
薬
忘
れ
、
１
０
月
・
・
・
送
迎
車
輌
が
ス
ロ
ー
プ
に
接
触
（
車
輌
側
面
に
擦
り
傷
）
、
１
２
月
・
・
・
送
迎
車
輌
が
駐
車
場
の
カ
ラ
ー

コ
ー

ン
に
接

触
（
車

輌
側

面
に
擦

り
傷

）

影
響

レ
ベ

ル

事
業

所
名

「
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
ゆ
う
」

影
響

レ
ベ

ル

1
2
月

・
・
・
右

膝
の
発

赤
と
鼻

の
先

端
の
引

っ
掻

き
傷

（
爪

が
伸

び
て
い
た
為

）

2
0
2
4
年

度
(令

和
６
年

度
)　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
事

故
報

告
事

業
所

名
「
ヘ

ル
パ
ー

ゆ
う
」
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ 利用者の自立支援の充実を図ります。

→

☆

→

☆

→

☆事業内容

2003.4.1 ヘルパー事業開始(身体障害者居宅介護・児童居宅介護、支援費制度)

2006.10.1 居宅介護事業・重度訪問介護事業(障害者自立支援法)

2007.4.1 移動支援事業(地域生活支援事業)

2012.10.1 指定更新

2013.4.1 居宅介護事業・重度訪問介護事業

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

14名 25名

１名 1名

0名

１名 3名

０名 1名

みなと舎利用者 0名 2名 みなと舎利用者 2名 2名

１名 ０名 1名

18名 32名 50名

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

2024.4.1 A常勤 9名 B常勤 11名 非常勤 32名 合計 52名

2025.3.31 A常勤 10名 B常勤 11名 非常勤 35名 合計 56名

年間総利用時間 13，171時間 月平均 1,098時間

移動支援(22時間/月)、重度訪問介護（移動支援、在宅）（116.0時間/月）

利用人数 年間総人数 4，479人 月平均 373人

月別状況については、別紙参照

☆支援状況

利用時間 身体介護(951時間/月)、家事援助(6.0時間/月)、通院介護(2.0時間/月)
5

2

3

☆利用契約者状況(2025．3.31現在)

市 町 村 男    性 女    性 合 計

横須賀市 15名
みなと舎利用者

26名 41名
みなと舎利用者以外

葉山町 0名

みなと舎利用者鎌倉市 １名

メンバーさんやご家族、また、各事業所の職員からニーズをくみ取り、できる事を体験していただ
き、自分らしい生活が送れるようサポートしています。

みなと舎利用者

みなと舎利用者 みなと舎利用者0名

コロナ禍が落ち着いたことで、メンバーさんやご家族のやりたい事や行きたい場所の範囲も広が
りました。花の国のプールや金沢自然公園等で意向に沿った外出をしています。

2018.10.1
2024.10.１

指定更新
指定更新

２０２４（令和６）年度　　　　　ヘルパーゆう　　事業報告

みなと舎利用者以外

三浦市 １名
みなと舎利用者以外

4

逗子市 １名 １名

1 重度訪問介護の外出先や、利用者の活動内容を広げて行きます。

職員体制の充実及び、知識・資質の向上を図ります。

各事業所の職員間で勤務調整を行い、効率の良い体制が築けています。
外部研修への参加やスタッフ独学での知識や資質の向上に努めています。

１名

合計

4名 5名
みなと舎利用者以外

みなと舎利用者 みなと舎利用者

6



☆派遣内容

身体介護 送迎バス乗車時の自宅からの身体介護及び乗降介助

家事援助 調理、掃除、洗濯

通院介助 家族と共に通院(市民病院、三浦市立病院、ライフゆう、横須賀共済病院、皮膚科等)

外出(買い物等)

医療機関(医療型障害児入所施設・療養介護事業所）からの外出支援

☆その他

・

・ ヘルパー派遣時に事故もなく、無事に支援をすることができています。

・

・

・

・
・

6

居宅介護

自宅(ベッド⇔車いす間の移乗介助、利用者と留守番、食事・排泄の介
助、自宅周辺の散歩、入浴介助、医療的ケア)

職員研修
権利擁護・虐待防止・身体拘束についての研修、主任研修等への参加やジャストオートによる
頼した安全運転講習会を実施しています。
事業所内ミーティングを毎月1回実施し、随時連絡ノートにて情報共有をおこなっています。
重度訪問介護終了後にライフゆうにて、食事介助に携わり、スタッフのスキルアップや情報共
有、又、メンバーの施設での様子を学びました。

ご本人・ご家族と話し合い、ご要望のもと個別支援計画を作成し支援を行っています。

重度訪問介護（移動支援）時に公用車を使用し、移動時間の短縮や天候に左右されない事で、
ご本人やご家族のご希望に沿った外出をしています。

BCP推進委員を2名置き、芦名地区の各事業所と協力して取り組んでいます。
5月に職員に向けた「自然災害における事業再生計画について」に参加しています。

移動支援

重度訪問介護

7



ヘ
ル

パ
ー

ゆ
う

利
用

者
支

援
実

績
記

録
票

(人
数

)

2
0
2
2
年

度
（

人
数

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
合

計
月

平
均

身
体

4
1
2

4
5
5

4
2
1

4
1
4

3
9
4

4
0
6

4
0
7

4
0
2

4
6
3

3
9
4

4
0
0

4
2
6

4
9
9
4

4
1
6

家
事

1
1

7
4

1
4

4
0

1
3

1
3

2
4

5
4

5

重
度

訪
問

介
護

2
3

2
3

2
3

9
9

0
2
1

1
9

1
3

1
1

1
5

2
0

1
8
6

1
6

移
動

3
6

7
4

4
3

4
4

3
3

5
5

5
1

4

通
院

1
2

1
4

4
0

2
3

1
1

2
2

2
3

2

合
計

4
5
0

4
9
3

4
5
6

4
3
2

4
1
5

4
1
3

4
3
4

4
2
9

4
8
3

4
2
2

4
2
4

4
5
7

5
3
0
8

4
4
2
.3

2
0
2
3
年

度
（

人
数

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
合

計
月

平
均

身
体

3
6
5

3
8
8

3
9
0

3
7
9

3
4
2

2
9
6

3
5
4

3
2
9

3
2
9

3
3
7

3
2
2

3
4
2

4
,1

7
3

3
4
8

家
事

1
6

1
6

1
1

1
5

1
2

1
7

1
8

2
1

2
1

1
6

1
7

2
7

2
0
7

1
7

重
度

訪
問

介
護

3
2

2
5

1
9

1
7

2
0

1
7

2
2

2
6

2
6

2
2

2
3

2
9

2
7
8

2
3

移
動

3
3

6
3

4
3

4
3

3
5

3
5

4
5

4

通
院

2
2

0
1

3
1

2
2

2
2

1
1

1
9

2

合
計

4
1
8

4
3
4

4
2
6

4
1
5

3
8
1

3
3
4

4
0
0

3
8
1

3
8
1

3
8
2

3
6
6

4
0
4

4
,7

2
2

3
9
3
.5

2
0
2
4
年

度
（

人
数

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
合

計
月

平
均

身
体

3
4
0

3
3
8

3
3
7

3
4
6

3
4
1

3
2
3

3
5
5

3
2
1

3
3
5

3
3
2

3
0
2

3
2
0

3
,9

9
0

3
3
3

家
事

2
6

2
4

9
6

1
4

9
4

1
0

1
5

1
6

1
2

1
0

1
5
5

1
3

重
度

訪
問

介
護

1
6

2
7

2
0

1
9

2
3

2
4

2
4

2
4

2
2

2
7

2
5

2
7

2
7
8

2
3

通
院

7
1

0
0

0
2

1
2

2
0

0
0

1
5

1

移
動

3
3

4
3

2
2

9
1

4
3

2
5

4
1

3

合
計

3
9
2

3
9
3

3
7
0

3
7
4

3
8
0

3
6
0

3
9
3

3
5
8

3
7
8

3
7
8

3
4
1

3
6
2

4
,4

7
9

3
7
3
.3
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ヘ
ル

パ
ー

ゆ
う

利
用

者
支

援
実

績
記

録
票

(提
供

時
間

)

2
0
2
2
年

度
（

時
間

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
合

計
月

平
均

身
体

1
,0

8
8
.0

1
,0

9
8
.0

1
,0

2
3
.0

1
,0

6
5
.0

1
,0

6
6
.0

1
,0

6
6
.0

1
,0

1
3
.0

1
,0

0
7
.0

1
,0

1
5
.0

1
,0

2
1
.0

9
6
6
.0

1
,0

8
3
.0

1
2
,5

1
1
.0

1
,0

4
2
.6

家
事

5
.5

3
.0

2
.0

0
.5

2
.0

2
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆

→

☆

→

☆事業内容

2005.10.1 重症心身障害者ショートステイ事業開始(定員3名→現定員4名)

2006.10.1 短期入所事業(障害者自立支援法)

2007.4.1 日中一時支援事業(地域生活支援事業)

2012.10.1 指定更新

2013.4.1 短期入所事業

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

2015.4.1 障害福祉サービス拠点事業

〜2020.3.31

ゆう利用者 6名 ゆう利用者 5名

ゆう利用者以外 0名 ゆう利用者以外 1名

(18歳未満) 0名 (18歳未満) 0名

(18歳以上) 0名 (18歳以上) 2名

逗子市 ゆう利用者 1名 ゆう利用者 0名

ゆう利用者以外 0名 ゆう利用者以外 0名

葉山町 ゆう利用者 0名 ゆう利用者 1名

ゆう利用者以外 0名 ゆう利用者以外 0名

ゆう利用者 0名 ゆう利用者 0名

ゆう利用者以外 0名 ゆう利用者以外 0名

7名 9名 16名

(短期入所拠点事業…市、障害福祉サービス地域ネットワーク強化事業…県)

2018.10.1
2024.10.１

指定更新
指定更新

三浦市 0名 0名 0名

合計

2

☆契約者状況(2025.3.31現在)

市 町 村 男　　性 女　　性 合 計

横須賀市

２０２４（令和６）年度　　　　ショートステイゆう　　事業報告

1名 0名 1名

0名 1名 1名

利用者のサービス低下にならないよう、「重症心身障害児者短期入所事業」の方向性の協議・
検討を行います。

1

障害福祉課と２度協議をしました。市外の事業所に委託する予定が、令和7年度中に市内に新
たな事業所がオープン予定の事から、そちらに受け入れ要請をして行く方向との事。
また、利用者個別の聞き取りの結果、ショートステイゆうの必要性と信頼度が高い為、令和7年度
も引き続き事業継続の要請を受けました。

在宅で暮らす本人やご家族の支援を主に、他の事業所への移行も視野に入れながら連携を
図って行きます。

相談支援事業所と情報を共有し連携を図りながら、必要な人・必要な時間を把握して進めまし
た
。他の事業所への移行までには至りませんでしたが、兼用のアドバイスを行いました。

6名 8名 14名

2
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☆スタッフ状況(含他事業と兼務)

2024.4.1 A常勤 1名 B常勤 3名 非常勤 2名 合計 6名

2025.3.31 A常勤 1名 B常勤 3名 非常勤 2名 合計 6名

・

・

年間利用件数 168件(延べ日数  335日) 月平均14件

年間利用件数 2件

月別状況については、別紙参照

・

・

・ 家庭的な雰囲気と一人ひとりに合わせた支援を心がけました。

・

・

☆その他

・ 大きな事故等なく、過ごすことができました。

・

・

・

・

・

5

夜間の支援を想定した防災訓練を10月と3月に実施しました。(消火・避難訓練、通報・避難訓
練)

リビング及び居室を含めた居住空間は、清掃・消毒を定期的に行い感染対策に努めました。
又、はやぶさ工房さんの清掃範囲の向上により、窓や玄関等の害虫が減少しました。
湿度や温度の変化に特に注意を払い、床暖房・オイルヒーター・加湿機等で、適宜調整を行い
ました。また、空気清浄器を使用することで、よりクリーンな環境の維持に努めました。

メンバーさんへの対応や業務内容の確認のため、こまめな連絡や打ち合わせを心掛けました。

月、火曜の日中は「かかわり相談」の相談室として場所を提供しました。

平日の水・木曜日の週1～2泊の体制を日常的に整え、受け入れを行いました。今年度は緊急
利用は無く、レスパイトや計画的な利用でした。

3
コーデイネーターはB常勤が担当しました。

宿泊できる職員体制を整えました。(水・木曜日の宿泊に各2名の職員体制を整える)
医療的ケアの必要な方について、看護スタッフがプラスで宿泊できるよう事前に調整をかけまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    早
朝や夕方の日中一時支援については、ゆうの支援スタッフや看護スタッフに協力を得て受け入
れました。

日中一時支援は、ゆうのメンバーが主に利用しました（家族の用事や通院等）

基本的な感染対策を講じながら、制限を設ける事なく、通常受け入れを行いました。

4

☆支援状況

短 期 入 所

日 中 一 時 支 援

ゆう利用者については、日中スタッフとの連携を図り安心して宿泊できるよう努めました。

食事のメニューについては、厨房スタッフと相談しながら、３食のバランスを考慮した献立づくり
を心掛けました。又各利用者の食形態・体調に合わせミキサーにかけたり、「とろみ」をつける
等、細やかな配慮を行いました。
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ 利用者の権利擁護と生活支援・健康支援の充実を図ります。

→

☆ 2棟ある建物を一体的に運営できるよう増築（建設）を行います。

→

☆ ライフゆうを中心としたバックアップ体制として生まれ変わります。

→

☆ 定員の充足を早期に図ります。（年度途中での増員を検討します。）

→

☆ 地域との交流を含めた、災害時に備えた準備に努めます。　

→

☆事業内容

2003.10.1開設 知的障害者グループホーム　グループホームはなえみ(支援費制度)

2008.4.1 横須賀市単独補助事業　身体障害者グループホーム

2008.8.1移行 共同生活介護事業(自立支援法)　生活ホームはなえみ

2008.10.1名称変更 共同生活介護事業(自立支援法)　ケアホームはなえみ

2013.4.1 共同生活介護事業　　　　　      　　ケアホームはなえみ

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

2014.4.1 共同生活援助事業

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

2014.8.1 指定更新
2023．4．1　 共同生活住居追加　１：はなえみ（男性）　２：はなあかり（女性）

男性 4 名 ・ 女性 4 名 ・ 合計 8 名 平均年齢　44歳

障害程度区分6 8 名

重症心身障害者加算対象者 6 名

要医療的ケア 1 名

居住区別 横須賀市 8 名

利用状況 別紙参照

成年後見人 行政書士　1名 弁護士１名

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

2024.4.1 A常勤 11 名 B常勤 8 名 非常勤 11名 合計 30名

2025.3.31 A常勤 12名 B常勤 9名 非常勤 10名 合計 31名

２０２４（令和６）年度　　　　　ケアホームはなえみ　事業報告

法人の権利擁護の研修を受けました。体調の変化や体にできた痣や傷等、記録に残すなどし,
ケアホームスタッフ、「ゆう」スタッフ、ライフゆう医師や看護師と情報共有できるよう努めました。1

2

グループホーム用地等取得し、3/24起工式を行いました。

・訪問診療(毎週水曜)、訪問看護(毎週金曜)、訪問薬剤(毎週火曜)が入り、医療面での
バックアップを受けています。ライフゆうA常勤スタッフが月に数回夜勤に入っています。

5/13に、はなえみに１名、5/20に、はなあかりに１名入居され定員が充足しました。

地域の防災訓練にメンバー2名が参加しました。BCP委員を中心に防災倉庫内の備蓄品の
充足に努めました。

3

☆利用者状況（2025.3.31現在）

障害状況

4
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☆その他

☆日常生活の状況

5

・「ゆう」通所の際は天候等関係なく、常に往復送迎車を利用するようになりました。
・毎月２名の方が衣笠ヘルスケア歯科の訪問診察を受けています。
・６名の方が訪問理美容を利用しています。
・平日の夕食は「ゆう」厨房スタッフが作っています。
・食事、睡眠、入浴等、安定したリズムで生活し、基本的には安定した体調を保てました。
発熱等、突発的な体調不良の際にはライフゆう医師に相談し、臨時の訪問診療や薬の処方を
受けました。
・医療的ケア３号研修を受けたスタッフが注入を行っています。今年度新たに２名のスタッフが
研修を受け資格を得ました。

6

・５月半ばから各ホームに新しいメンバーが入居されました。はなえみに入居された方は金曜日の
「ゆう」通所後から月曜日の朝までご自宅に帰省されています。お二人とも「ゆう」に長く通所されて
いたこともあり、ケアホームのメンバー・スタッフとの生活にすぐに順応されました。
・はなあかりリビングの雨戸、はなえみ入浴リフターのリモコン、はなあかり居室のエアコン・室外機
一台の修理を行いました。
・８月の「ゆう」通所休みの日に、はなあかりで「カフェえみとあかり」を半日限定オープンしました。
「喫茶らぼ」の出張版として、水口Drの協力の下、ご家族等が久々に集まりにぎやかな雰囲気を
楽しみました。
・年２回の防災訓練を行いました。住居はなえみは土砂災害警戒区域のため、避難計画に基づいた
避難訓練を行い、市に報告しました。
・スタッフは法人内研修に参加しました。
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ 障害児者の入所生活の充実と、安定した事業内容の展開を目指します。
→

☆事業内容

2014.4.1開設 病院(34床) (医療法)

2014.5.1開設 医療型障害児入所施設(旧　重症心身障害児者施設) (児童福祉法)

2014,5,1開設 療養介護事業(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

2016,1,1増床 病院(58床) (医療法) 療養　（40床）

2016,1,15定員増 医療型障害児入所施設/療養介護事業(40床)＋短期入所(2床）

2018,1,1定員増 医療型障害児入所施設/療養介護事業(45床)＋短期入所(2床）

2019,11,1定員増 医療型障害児入所施設/療養介護事業(50床)＋短期入所(2床）

2020,11,1定員増 医療型障害児入所施設/療養介護事業(55床)＋短期入所(2床）

契約者数 2014年度入所者数/30名 退所者/1名 2019年度入所者数 /7名 退所者/1名

2015年度入所者数/ 9名 退所者/0名 2020年度入所者数 /4名 退所者/1名

男性 23名 2016年度入所者数/ 3名 退所者/0名 2021年度入所者数 /1名 退所者/0名

女性 33名 2017年度入所者数 /４名 退所者/0名 2022年度入所者数 /0名 退所者/0名

2018年度入所者数 /1名 退所者/1名 2023年度入所者数 /4名 退所者/3名

合計 56名 ２０２４年度入所者数/１名　退所者数/１名

※ 利用者の居住区毎の人数

※ 成年後見人利用　20名

（1名が2ﾒﾝﾊﾞｰ担当）

・ 行政書士 　3名

・ ご家族 8名

・ 社会福祉士 　1名

・ 司法書士 　4名

※ 横須賀・三浦保健福祉圏域の重症心身障害の認定登録をされている児者

※ 療養介護処遇費加算対象者

５6名(内：超重心/9名　・　準超重心/5名)

※ 重症心身障害児特別加算対象者 １名

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

2025.3.31 常勤医師(施設長含む) 3名 理学療法士　　　5名 合計 127名

非常勤医師 ７名 作業療法士　　　1名
看護師 38名 薬剤師 1名 ※

支援スタッフ 52名 歯科衛生士 2名 1名

事務スタッフ 　7名 清掃スタッフ　　　２名 ※ 夜勤5名体制

営繕、運転スタッフ 　8名 管理栄養士　　　1名

障害状況

三浦市 2 4 6

合計 23 33 56

2 1 3

葉山町 1 1 2

２０２4（令和6）年度　　　　ライフゆう　　事業報告              

横須賀市 17 26 43

鎌倉市 1 1 2

1

2

3

逗子市

☆利用者状況（2025.3.31現在）

年代 ～9 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～

1

男性 女性 合計

1 15 14 15 6

安定した入所者数を保ちながら施設内での活動はメンバーさんの意思を尊重しスタッフの得意分野
を生かした活動を行い地域との関りも多く持つことができた。

4 放射線技師(月2回)

（看護＋支援）

人数 0 4
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☆活動状況

・ 毎月１～２回多職種でカンファレンスを行いスタッフのやりがいや意識の向上につながった

・ 個別支援計画はﾒﾝﾊﾞｰさん参加で会議を行い、看護計画と合わせて日々の支援を行いました。

・

・ 運動会、ビアガーデン、クリスマスなど季節のイベントを開催しました。

・

・ 重度訪問（25名契約）にてヘルパーと近隣の散歩や外出を楽しみました。
・

・
☆その他

① ＜他機関・家族との連携＞

・ 市内の医療機関（共済病院、うわまち病院、市民病院）と連携しました。

・

・

・

・

・ 家族との外出、外泊も予約制で可能です。積極的に外泊している方もいます。

② ＜各種委員会の開催＞

・

・

・

③ ＜環境整備＞

・

・

④ ＜スタッフ研修　等＞

・

・

・ 腰痛対策としてノーリフトノーペインを継続し、二人介助の支援に取り組み続けました。

・ スタッフの健康診断は計画的受診により効率よく受診できました。

・

⑤ ＜実習　　他　＞ （保育士、歯科衛生士、歯科医師、看護師、社会福祉士等）

・

⑥ ＜地域連携・行政関係＞

・ 喀痰吸引研修は医師指導のもと、メンバーさんがインストラクターで協力し実施しました。

・

鎌倉女子大・東海大、神奈川歯科短大、県立保健福祉大、看護協会小児訪問看護、神奈川重心
協認定看護師研修、三浦学苑高校生ボランティア、職場体験等

厨房・洗濯の委託業者と定期連絡会を行い、連携を大切にしてより快適な環境作りに努めました。

毎月恒例の「来てくれる教室」では、富永さんとのやり取りを楽しむメンバーさんが印象的でした。

犬とふれあうイベントも始まりました。

ご家族への報告会は５月から再開しました。以後、５月、１１月の年２回開催しました。

面会は予約制ですが、人数制限やエリア制限はありません。当日予約も可能。

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞは、ﾒﾝﾊﾞｰさんやスタッフへのワクチン接種と日々の予防で流行はありませんでした。

安全・感染面では月1回館内巡視で環境ﾁｪｯｸを実施。ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ報告の気づきﾚﾎﾟｰﾄの件
数は133件、このうち治療を要するアクシデントﾚﾍﾞﾙ３aは18件、3bは0件でした。（別紙参照）

防災訓練は毎月、避難時の初動・避難路の確認訓練、点呼訓練、不審者対応などを行いました。

居室・フロアなどの環境整備に専門業者による定期清掃を行い、日々の清掃には作業所の方にお
願いして清潔な環境に努めました。車椅子清掃はｽﾀｯﾌが交代で行いました。

法人研修にはｽﾀｯﾌ全員が参加できる体制を組み参加しました。

虐待防止研修：　虐待の定義や行為について自己学習し、日頃の支援を振返るグループワーク研
修を2回（6月・12月）実施しました。

5

生活や活動の様子をインスタグラムで積極的に配信しました。

今年度も地域の方が得意な音楽を披露しに来る『村の音楽会』を週末に月１回以上開催しました。
誰でも参加できるイベントで、ハワイアン、ピアノ、コーラス、詩吟など様々なジャンルの音楽を地域
住民の方と楽しみました。また、メンバーさんご家族の面会の機会にもなりました。

お楽しみ外出では、個人対象にメンバーさんの好きなところに行き、楽しむ企画で、いろんな場所に
行ったり、ドライブや好みの弁当やスイーツを味わう時間となりました。

6

昼食時の面会は安全性の観点から実施していません。

安全・感染委員会、栄養・褥瘡委員会、衛生委員会、防災委員会、虐待防止（拘束適正化委員会）等

を開催、その他　排泄、摂食など日常業務の課題を検討しました。

その他、活動の様子は、みなと舎インスタグラムで見てみてください。
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社会福祉法人みなと舎

　　

☆ 地域の方々が気軽に相談に来られる場所をつくります。（社会的処方）

➔ 2025年のオープンデイに結果があらわれていますね。

☆ 診療の枠組みにとらわれず、地域にゆるくつながりをつくるHUBになります。

➔ 日々の出会いに感謝です。認知症の方もフラッときちゃったりしました。

☆ ライフゆう内の活動と地域活動をつなぐHUBになります。

➔ ボランティア、演者など多数取り揃えられています。

☆ 新規事業：ライフゆう療育相談「たまご」の活動を広げます。（神奈川県委託事業）

➔

☆ ケアホームの診療サポート体制を構築します。 （訪問診療、訪問看護、訪問薬剤指導）

➔

外来診療、相談、社会的処方

通常診療、健康診断、がん検診、各種ワクチン、訪問診療

他、ニーズがあれば広く対応。

☆ 開設日等

・ 一般診療：月、水、金　1枠45分で午前、午後2枠ずつ

・ アレルギー外来：火、木　1枠30分で午後5枠

・ ライフゆう療育相談「たまご」　火曜、木曜午前中

・ webシステムにて事前予約（当日対応も状況診て可能）

・ 公式ラインによる情報提供や簡単な相談対応（夜間、休日はなし）

＊ライフ休業日は休診

年間実績

村の診察室 名
健診 50 名
たまご 名
インフルエンザワクチン 名
小児ワクチン等 名
コロナワクチン 名

☆ 医師3名*、薬剤師1名、看護師1名 *小児科専門医3名

検査機器：血液検査、尿検査、レントゲン検査、心電図検査、簡易超音波検査

肺機能検査、簡易針筋電図検査

☆ 以下のIT化を行い、作業を効率化しました。

予約はWebシステム（cubicの有料サービス利用）による事前予約制です。

☆

☆ 処方は原則院外処方として薬品在庫の適正管理をしました。

☆ 抱え込まず、近隣医療機関を適切なタイミングで紹介しました。

２０２４年度（令和６年度）　　ライフゆう村の診察室　事業報告

事　業　報　告　内　容

1

2

一般

曜日 午前 午後

84

268

573月

10

133

2024年度は84件の利用がありました。

急変にも対応できる臨機応変な診療体制を維持できました。

たまご アレ

アレ

水

3

ワクチン
は随時

金 一般 一般

一般

木

一般 一般

火 たまご

4

村の診察室ライン公式アカウント(有料)を利用し、事前相談への対応と情報発信しました。
（現在、登録者は700名、月に数回のお知らせを発信中）
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☆ 医師会や製薬会社主催のwebセミナーに参加し、最新の知見を取り入れました。

薬剤の最新情報を、製薬会社の勉強会を通して取り入れました。

☆ 重症心身障害学会（有里）および重症心身障害療育学会（水口）で発表を行いました。

5

23



社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ 在宅で暮らす障害児者本人や家族を支える

→

☆事業内容

２０１５．８．１開設 短期入所事業【併設型】

（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律）

契約者数 ※ 利用者数状況

男性 17名 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
女性 25名 1 1 5 2 3 3 3 2 2 1 1 2

合計 42名 6 8 8 11 10 10 10 9 8 11 10 11

27 41 36 52 40 42 40 39 35 42 49 46

※ 利用者の年齢別構成

女性

女性

※ 利用者の居住区毎の人数　

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

・ 併設型短期入所事業で規定している以上の配置
・ ライフゆうと一体的に行いました。

・

・

・ 防災訓練等の行事はライフゆうと連携して行いました。
☆その他

・

5

初回は日中のみの利用とし以後、ケアの状況等に合わせてご希望と伺ったうえで、宿泊期
間の調整をしました。

6 公式ラインを導入し申し込みと利用日のお知らせ、一斉連絡等に活用しました。

その他 2 1 3

合計 17 25 42

3

☆利用者状況（2025.3.31現在）

4

☆活動状況

鎌倉市 0 0 0

逗子市 2 3 5

葉山町 0 1 1

2三浦市 2 0

女性 合計

横須賀市 11 20 31

泊あり 112
泊あり(延べ日数) 489

人数

２０２４（令和６）年度　　　　ショートステイ・ライフゆう　　事業報告

2

月 延べ利用人数

日帰り 26

1
家族のレスパイト、兄弟姉妹の行事、胃ろう交換等医療ケアの相談含め在宅生活を支える存在
として事業の継続に努めた。

生活はライフゆうの活動に合わせての支援を行い長期入所者との触れ合いやコミュニケーショ
ンが図れるようにしました。

人数 合計

18歳以上 男性 12 11 23

18歳未満 男性 5 14 19

男性
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ 重複障害をもつ学齢児童が放課等に楽しく過ごせる場所を提供します。

→

☆事業内容

２０１５．９．１開設 放課後等デイサービス事業 (児童福祉法)

対象：重症心身障害児（学齢） 定員５名／１日

契約者数 ※ 利用者数状況

男性 4 名 ※利用者実績 放課後利用のみ（月～金）
女性 10 名

合計 14 名

※契約者状況

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1

0 1 0 2 1 0 0 1 0 2 3 0

0 2 0 2 1 2 0 2 0 2 4 1

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

2025.3.31 ・

・

・ 嘱託医は管理者が兼務する。

横須賀市　12　名　／三浦市　0　名　／葉山町　１　名　／逗子市　1　名

休校日利用 0 0 11 0 0

268 538

小学部 中学部 高等部
計

学年

44 41 51

事務員など1日におけるデイサービス事業での規定人数で担当している。

他事業所を併用利用している人が多く、少ない人は月１日、多い人は月１
6日の契約となっている。

放課後利用 12 12 10 12 13 12 71 140

4
管理者1名、児童発達支援管理者1名、児童指導員1名、保育士(支援
員)1名、看護師2名、機能訓練士1名、心理担当職員1名

男性 4

女性 10

合計 14

3

☆利用者状況（2025.3.31現在）

18

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 総合計

延べ利用人数

12 23 46
延べ利用人数 42 46 44

19 117 232
契約利用者数 12 12 11 12 13 13

開所日数 21 20 20 19

29 44 48 47 60 42 270

69

0 23

13
休校日利用 0 0 0 10 13

放課後利用 12 13 13 12 6

２０２４（令和６）年度　　　　ライフゆう学齢デイ　　事業報告

2

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計

1

学校では体験できない活動を通し新たな表情や感動の言葉が聞かれた

開所日数 16 21 20 22 17 19 115
契約利用者数 12 13 13 12 13 13
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・ 営業日：月曜日～金曜日 営業時間：9時～17時30分 ※年間計画に基づき実施

・ サービス提供時間： 学校開校日 14時～17時

学校休校日 10時～16時

・ サービス計画の作成、アセスメント、モニタリングの実施(会議・作成説明・同意・交付)

・

・

・

・

・　高校生ボランティアやワンちゃんとの交流を楽しみました。

・ 防災訓練は毎月行いライフゆうの訓練日にはそちらに参加しました。
・ ご利用日は計画的な利用を基本に、ご家族の希望も受けながら調整を図りました。
・ ご家族へ、春夏秋冬の活動状況をお便りとして発行しました。(別紙学齢だより参照）

☆その他

・ 内部研修はライフゆうの勉強会に参加しました。

・ 送迎については試行で学校➔ライフ送迎を1日1～2便実施して安全に行えました。
・ 事業所の自己評価（保護者・事業者）を実施、3月みなと舎ホームページで公開しました。

（別紙自己評価参照）

5

6

ご家族と連絡を取り合い、学校との連携にも努め各学校の帰宅時間に配慮し受け入れました。

個別支援計画をもとに、スヌーズレンを利用した活動や、季節の行事、音楽など、ご本人の興味
ある事に個別に対応しました。支援、医療面でﾗｲﾌゆうと連携を図りました。

☆活動状況

年間計画通り開所しました。コロナをきっかけにSNSの活用に慣れ休み連絡や体調確認がスムー
ズでした。

ご本人の体調に合わせて、学校とは違う楽しみ方を提供するような企画を考えて行いました。
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆

→

☆ 一般相談と計画相談を積極的に受けていきます。

→

☆ 収入増を目指す。

→

☆事業内容

☆ 相談支援事業

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

→指定特定相談支援事業(一般相談・計画作成)

→一般相談支援事業（地域移行・地域定着）

☆ 相談支援事業(児童福祉法)

→障害児相談支援事業（一般相談・計画作成）

☆ 在宅重症心身障害児者療育指導事業

→横須賀市児童相談所への協力

☆ ライフサポート事業

→ 神奈川県社会福祉協議会より委託

☆

☆ サービス等利用計画の作成とモニタリング等実績

2024年7月から2025年3月まで横須賀市相談支援事業所の協働モデルとして「強化型支援Ⅰ」
の加算、2024年9月より「精神障害者支援体制加算Ⅱ」を取得し、毎月加算請求を行いました。

2024年度 18 10

15 21 24

790

29 71

165

2023年度 10 4 4 38 187 225

2021年度 14 154

合計 91 87 79 211 812

２０２４（令和６）年度         支援センターライフゆう    　　事業報告

2

2018.8.1開設

2018.8.1開設

14 17 12 7 2 9

計画作成とともに、モニタリングに重点を置き、当事者の生活の質の向上を目指します。

計画作成やモニタリングにおいては、当事者宅や関係事業所への訪問、行政や支援関係者と
の情報共有、ご本人、ご家族との面談などを行いました。また、モニタリングについては、ケース
に適したモニタリング期間を設定し、計画の実施状況を細かく確認していくことで、当事者がより
豊かな生活を送ることができるように支援を行いました。

身体障害を中心に、特に重心児者、医療的ケア児者のケースを受けていくことを使命として、相
談に応じました。

1

☆契約者状況(2025.3.31現在)

身体障害(児)者
(重度重複障害児者・重症心身障害児者及びその家族・関係者・地域住
民)

電話＆来所（初回） 相談登録 契約者数 計画作成 モニタリング 計画/モニタ

2018年度
3

47 186 233

11 8 38 116

2022年度 8 11 16 27 138

5

100

2020年度 12 13 10 25 112 137

2019年度
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☆ 登録者状況

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

☆ 職員配置計画（2025．3．31現在）

※

☆支援状況

☆

☆ 法人内事業所と協働し、さまざまな専門機関との連携を図りました。

・

・ 障害とくらしの支援協議会(横須賀市自立支援協議会)と連携を図り

ました。

・ 横須賀市相談支援事業所の協働モデル事業として、毎月２回会議

☆ 日常相談（一般相談含む）

・

・ 月曜日～金曜日…年間計画により開催。電話相談は9時から17時に

受け付けました。

・ メンバーさんの日常の様子を知るために、事業所訪問（特に「ゆう」

「ライフゆう」）、ケース会議等への参加や必要に応じてサービス調整

を行いました。

☆ 在宅重症心身障害児者療育指導(連携)

☆

☆ ライフサポート事業：相談及び支援依頼はありませんでした。

☆その他

☆ 法人内研修（全体研修、主任職員研修等）に参加しました。

5

に参加しました。

電話、面談、訪問相談等、利用者のニーズに合わせた相談の機会を
設定し、困りごとや悩みごとの解決に努めました。

在宅の重症心身障害児者及びその家族の生活を支えるための療育に関
する指導及び必要な相談を行いました。（5ケース、延べ10回訪問）

かながわ医ケア児支援センターの横須賀三浦地域相談窓口として稼働
し、相談を受けました。（9ケース）

4

管理者

サービス等利用計画・障害児支援利用計画の作成およびモニタリング等
の評価

セルフプランから計画相談への移行を中心に支援を行いました。(身体障
害児者の中で、特に重症心身障害児者の方の相談を中心に実施)

横須賀市及び横須賀・三浦障害保健福祉圏域の自立支援協議会に
参加しました。

1 2.9

4

相談支援従事者現任研修修了者 0 1

ライフゆう

登録者数（2022） 15 43 12

相談員

常勤

合計

登録者数(2023) 71 1 登録者数（2022） 13 45

「医師、看護師、理学療
法士、作業療法士、管
理栄養士等」、ライフゆ
うの医療専門職を含む
スタッフとの連携による
支援を行いました。

常勤換算

相談支援従事者初任者研修修了者 0

登録者数(2024) 76 2 登録者数（2023） 16 43 19

47 2

1 4

1

非常勤 0

6

登録者数(2021) 59 2

1

3

登録者数（2021） 16 37 8

登録者数(2020)

14

登録者数(2022) 69 1

登録者数（2020） 16

他

登録者数(2019) 35 3 登録者数(2019) 15 19 4

成人 児童 ゆう

27
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☆

☆

6
神奈川県相談支援従事者専門コース別研修（地域移行・定着、触法）主
任相談専門員による面接技術研修に参加しました。

事業所内にて定期的なケースカンファレンスを行い、「利用計画」の質の
向上に努めました。（週1回、火曜日開催）
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度
（
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年
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年
3⽉
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8:
25

5:
00

7:
05

6:
50

9:
15

10
:4
5

11
:2
0

11
7:
10

2
計
画
相
談
（
児
童
）

0:
00

0:
10

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
05

1:
30

0:
00

0:
15

1:
00

0:
00

3:
00

3
基
本
相
談

0:
20

4:
35

4:
40

8:
30

8:
05

3:
30

2:
25

5:
00

0:
00

2:
15

4:
30

3:
30

47
:2
0

4
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

13
:3
5

23
:3
5

28
:2
0

33
:5
5

33
:2
5

29
:1
0

28
:0
5

34
:4
5

25
:1
5

28
:1
0

20
:1
0

24
:4
5

32
3:
10

5
担
当
者
会
議
（
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

フ
ゆ
う
主
催
）

3:
50

5:
40

0:
00

0:
00

0:
00

0:
20

0:
00

0:
00

0:
00

0:
30

0:
00

0:
30

10
:5
0

6
地
域
移
行
・
地
域
定
着

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

7
そ
の
他

15
:1
5

16
:1
5

7:
50

7:
00

8:
35

13
:2
5

16
:4
0

13
:2
0

17
:4
0

15
:5
0

17
:4
0

22
:0
5

17
1:
35

計
67
3:
05

【
相
談
件
数
】

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
合
計
件
数

1
計
画
相
談
（
成
人
）

47
64

22
9

17
27

17
21

32
40

37
45

37
8

2
計
画
相
談
（
児
童
）

0
1

0
0

0
0

1
1

0
1

1
0

5

3
基
本
相
談

2
6

6
8

6
3

4
3

0
1

3
2

44

4
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

38
52

72
10
6

88
64

71
76

77
62

51
67

82
4

5
担
当
者
会
議
（
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

フ
ゆ
う
主
催
）

4
6

0
0

0
1

0
0

0
1

0
1

13

6
地
域
移
行
・
地
域
定
着

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

7
そ
の
他

55
61

46
32

36
49

53
46

52
42

54
71

59
7

計
18
61

新
規
登
録
件
数

1
0

0
0

1
0

0
2

1
1

1
3

10

終
了
件
数

0
0

0
0

0
0

0
1

1
1

0
0

3

31



20
24
年
度
（
20
24
年
4⽉

1⽇
〜
20
25
年
3⽉

31
⽇
）
 
実
績
報
告

会
議
 
延
べ
時
間
数

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
合
計
時
間
数

1
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
事
業
所
内
）

11
:0
0

4:
00

4:
15

5:
30

6:
30

7:
30

9:
25

5:
00

3:
40

6:
00

6:
20

4:
00

73
:1
0

2
担
当
者
会
議

（
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ
ゆ
う
主
催
）

3:
50

5:
40

0:
00

0:
00

0:
00

0:
20

0:
00

0:
00

0:
00

0:
30

0:
00

0:
30

10
:5
0

3
ケ
ー
ス
会
議
等
（
ラ
イ
フ
ゆ
う
主
催
）

5:
25

7:
25

2:
45

3:
15

1:
55

3:
30

5:
10

7:
10

5:
30

1:
15

5:
55

1:
20

50
:3
5

4
個
別
面
談
等
（
ゆ
う
）

1:
00

1:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

1:
00

0:
00

0:
00

2:
30

0:
00

5:
30

5
個
別
面
談
等
（
ラ
ボ
）

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

1:
00

0:
00

2:
00

0:
00

0:
00

0:
00

3:
00

6
法
人
内
打
ち
合
わ
せ

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
25

0:
00

0:
25

7
外
部
で
の
会
議
・
打
ち
合
わ
せ

3:
40

4:
00

5:
30

4:
50

2:
30

3:
00

2:
30

3:
40

2:
30

3:
45

4:
45

3:
30

44
:1
0

8
求
人
関
係
の
会
議

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

0:
00

9
ラ
イ
フ
ゆ
う
主
任
課
⻑
会
議

0:
30

0:
30

0:
30

0:
10

0:
05

1:
45

0:
10

0:
05

0:
05

0:
00

0:
00

0:
00

3:
50

10
虐
待
防
止
・
拘
束
適
正
委
員
会

0:
30

0:
00

0:
45

0:
30

0:
30

0:
45

0:
30

0:
30

2:
00

0:
00

0:
00

0:
00

6:
00

11
防
災
委
員
会
（
ラ
イ
フ
ゆ
う
）

0:
30

0:
45

0:
45

1:
45

0:
00

1:
30

2:
40

0:
00

0:
40

0:
30

3:
40

0:
30

13
:1
5

計
20
4:
45

32



社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ コーヒーを中心とした名物の販売や、外部でのおもてなし活動をします。

→

☆ 楽しいを追求し、交流をふやします。

☆事業内容

2020.4.1開所 生活介護事業

(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律)

契約者数 ※ 利用者の増減：+１名（女性）

男性

女性 10 名

合計 15

障害程度区分6 18 名 15 名

重症心身障害者加算対象者 16 名 13 名

14 名 12 名

横須賀市 13 名 10 名

逗子市 2 名 2 名

葉山町 1 名 1 名

三浦市 2 名 2 名

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

2024.4.1 A常勤 8 名 B常勤 0 名 非常勤 9 名 合計 17 名

2025.3.31 A常勤 8 名 B常勤 2 名 非常勤 5 名 合計 15 名

1 8 5 1

・ 村の珈琲を使って、湘南国際村の自治会館にて月イチカフェ

・ Zoomを用いて秋田の生活介護事業所「にのに」と月一交流会を実施しています。

・ 入浴は水曜、木曜日に実施しました。

・ ボランティアを積極的に受け入れ、研究に参加してもらいました。

・

☆その他

・ 施設内研修（法人共通）・・・ 法人共通研修

・ 避難訓練…

・ 送迎… 送迎加算の対象者なし（1名のみ2021年2月から試験運用中）

☆活動状況

5

6
今年度も2回実施。ライフゆうラボマニュアル動画を作成しました。(Youtubeで視聴可能)

4.1現在 3.31現在

要医療的ケア（気管切開4名、胃ろう10名、経鼻胃管2名）

居住区別

4

サビ管　 支援 看護 医師

3

☆契約者状況(2025.3.31現在)

5名

障害状況

２０２４（令和６）年度　　　　ライフゆうラボ　　事業報告

1 コーヒは地域に広がりました。クッキング等により周りを取り込む小イベントを開催しました。

SNSで流行をとらえ、「やってみよう」を実践しました。（インドフェアなど）

2
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・ 1月から人員体制配置加算（2）、2月から（Ⅰ）を適用した。

・ 開所日数200日、延べ利用者数は959名(前年比119％）。

・
7 収 入 面

健康面のサポート(診療）や、医療ケアの指示書等はライフゆうの診療を利用
しました。
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社会福祉法人みなと舎

☆事業目標の達成状況

☆ 乳幼児の子育しながら働きたい法人内スタッフを応援します。

→

☆事業内容

２０１５．４．１開設 無認可保育室

契約者数 ※ 利用者数状況

男性 　0名 定員5名（0才～３才）
女性 　1名 ライフゆう事業所内勤務職員のこども（乳幼児）が対象。
合計 　1名 利用時間は利用非常勤職員の勤務時間に合わせました。

※ 利用者実績

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

13 12 13 12 12 10 11 11 12 9 11 12

1 1 1 1 1 2 3 3 3 4 4 4

13 12 13 12 12 20 33 33 36 36 44 48
※ 利用者変遷

退園 退園

退園 退園

退園 退園

退園 退園

退園 入園　　３名 退園　　２名

☆スタッフ状況(含　他事業と兼務)

・ 認可外保育施設の配置すべき人員

・ 横須賀市の基準に準ずる

・ 幼稚園教諭２名、保育士1名のスタッフで ➔　1日2名体制

・ 職員の子育て支援を目的に実施しました。
・ 年間計画表による土・日以外の勤務職員の勤務日、勤務時間内のお預かりとしました。
・

・ 施設外階段を使用しない等送り迎えのルールを決め安全に配慮しました
・

・

・ 体調不良時には、速やかにご家族（勤務職員）に連絡・相談をして、対応しました。
・ 医師の健診で、成長を確認しました。
・ 毎月みゅう単独で防災訓練を行い、ﾗｲﾌで一緒に出来るときには参加しました。

2名

2019 入園 ３名 ３名

１名 ３名 2023 入園 1名

2024

登録利用者数

延べ利用人数 302

１名２名 2020 入園2015 入園 4名

２０２４（令和６）年度　　　　みゅう　　事業報告

登録時年齢 1 2 1 0 4

1

託児スタッフとの情報共有をまめに行い安心して働ける環境を提供しました。

2

3

☆利用者状況（2025.3.31現在）

年齢 ０才 １才 ２才 ３才 計

月 計

開所日数 138

１名

2016 入園 ５名 ０名 2021 入園 ２名 ０名

入園 ０名 2名

4

5

☆活動状況

保育室を中心に、ライフゆう内のスヌーズレンやピアノを利用して遊び、お天気の良い日には建
物外への外出、散歩をしました。
午睡中はブレスチェックを行い安全な睡眠を見守りました。

昼食、おやつ、水分は持参してもらい、保管には衛生面の配慮を重視しました、また弁当中身
で食材の大きさが適切であるかに注視して大きい時には小さくして食べてもらいました。

お昼寝用の寝具、着替えも各自で用意していただき、昼食後、お昼寝をし、洋服は汚れた時に
は適宜着替えをしました。

2017 入園 ５名 １名 2022

2018 入園
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☆その他

・ 内部研修はライフゆうの勉強会に参加しました。

・ ２月横須賀市の巡回訪問指を受け、安全計画の作成を求められて作成しました。。

・ 利用する保育児がいない時、担当スタッフは家政担当か待機の選択をしています。

6

36


